次年度入寮希望する学生諸君へ

令和５年１１月６日

寮務委員会
1． 入寮予定人員等について

(1) 令和６年度　収容予定数
1 高志寮　　一年生 50名程度　＋　　二年生以上　180名程度
2 清花寮（1号館含む）　　一年生 10名程度　＋　　二年生以上　 26名程度
3 悠和寮（男）　　一年生 ５名程度　＋　　二年生以上　 31名程度
4 悠和寮（女）　　一年生 ５名程度　＋　　二年生以上　 22名程度
(2) 令和５年度在校予定寮生（現数）
1 高志寮　　新二年生から新五年生177名 新専攻科二年生3名　計 180名
2 清花寮（1号館含む）　
　新二年生から新五年生  26名 新専攻科二年生0名　計26名
3 悠和寮（男）新二年生から新五年生※ 30名 新専攻科二年生1名　計　31名
4 悠和寮（女）新二年生から新五年生※  22名 新専攻科二年生0名　計22名
※悠和寮（男）フィンランド2名含む、悠和寮（女）フィンランド1名含む
2． 入寮選考の基本的考え方

裏面｢長岡工業高等専門学校学生寮入学選考基準及び入寮選考基準の運用方法｣参照
3． 入寮選考結果発表の予定

(1) 第1次内定
1月下旬　（主に新２年生）

(2) 第2次内定
2月中旬　（主に寮友会役員，奨学金等）

(3) 第3次内定
2月下旬　（その他）

4． 提出書類及び提出期限
　　　提出書類：入寮願（全寮生）
提出期限：令和５年１２月８日（金）１７時（期限厳守）
　　　提出期限以降に提出された入寮願は受理しないので注意すること。
５．記入上の注意
　⑴　「保護者氏名」は必ず保護者の方から署名してもらうこと。
　⑵　項目２の授業料免除状況（４年生以上）で免除結果が出ていない場合は，余白に鉛筆で「申請中」と記入すること。
　⑶　項目６のkm数及び分数と項目９の距離計及び所要時間が一致していることを確認すること。

６．その他
　国際寮の管理費については、Ｒ５年度より既存寮の管理費と同額にしています。
長岡工業高等専門学校学生寮入寮選考基準
入寮者が多数の場合は，下記の基準により選考を行う。
選考委員会は，原則として寮務委員で構成し，必要に応じて寮友会役員を加える。
１．生活状況・・・「寮生活の手引き」に違反し，寮務委員会又は寮友会から指導を受けた回数により評価する。

　なお，校長から懲戒処分を受けたものについては，入寮選考の際に指導回数として加える。
２．授業出席状況・・・欠席時間の多い者。ただし、病欠等を除く。
　上記２項目について選考した結果，該当者が少なく収容人員を超える場合は，下記の項目について選考する。
３．経 済 状 況・・・就学支援金の加算支給状況または授業料免除の許可状況を参考に経済的困窮度を評価する。
４．通 学 状 況・・・通学の困難度を所要時間と交通手段から評価する。
５．成 績 状 況・・・成績とともに寮内における学習状況を評価する。
　　附　則
１．入寮選考の各項目に該当しても特別な事情のある者は，寮務委員会又は寮友会が，入寮が適当と認める場合は別途協議する。
２．１年生の継続入寮については，２年生進級時に原則として認めるが，生活状況が著しく悪く，団体生活が不可能と判断した場合は退寮について別途協議する。

３．この選考基準は，平成24年３月13日の寮務委員会で確認し，平成24年度入寮選考から適用する。
４．この選考基準は，平成27年11月５日の寮務委員会で確認し，平成28年度入寮選考から適用する。
５．この選考基準は，平成31年２月４日の寮務委員会で確認し，平成31年度入寮選考から適用する。
６．この選考基準は，令和３年11月１日の寮務委員会で確認し，令和４年度入寮選考から適用する。

入寮選考基準の運用方法
平成19年６月６日寮務委員会決定

１．基準の運用方法
　　入寮希望者を以下の４グループに分けて審議する。
	 　
 　
 　
	Ａグループ
	入寮が優先される人

	
	Ｂグループ
	通学所要時間が９０分以上の人

	
	Ｃグループ
	A、B、Dに属さない人

	
	Ｄグループ
	選考基準１，２に抵触し，不許可の審議対象となる人


Aグループ

　A-1 新1,2年生

　A-2 新年度及び今年度寮友会役員(寮長･副寮長･各館長)

　A-3 新3年生

　A-4 留学生

　A-5 就学支援金の加算支給を受けている者、授業料免除を許可された者

　A-6 奨学金を受給している者

　A-7 新年度寮友会活動に必要と認められる者(副館長、階長、委員長、副委員長、指導寮生等寮友会より寮務委員会に申請があった者)

　A-8 寮友会活動に貢献し、活動実績を寮務委員会にて評価された者（留学生チューターなどの活動が寮務委員会において評価された者も含む）

　A-9特別な事情により入寮が必要と認められる者（寮務委員会にて審議・許可を受けた者）

Bグループ

　通学所要時間が90分以上の者

Cグループ

　上記Aグループ、Bグループ、下記Dグループのどれにも属さない者

Dグループ

　寮則違反による累積違反点数が３点以上の者
参考事項
　１．通学時間が90分を超える者は、一律同じ扱いとする。（通学不能者として扱う）

　２．AグループはA-１から順に優先する。

　３．寮役員等の経験については、その頻度と重要度に応じて順位を付ける。

　４．Bグループに属する学生は、低学年を優先とする。また、同学年は、抽選により優先順位を付ける。

　５．Ｄグループに該当する者は、Ａグループに該当する場合でもＤグループとして扱う。

　６．Dグループは、寮則違反等の程度に応じて順位をつける。

　７．タバコ、ライター、その他の火の元の持ち込みは禁止されている。１回でも持ち込んだものは次年度以降の入寮を許可しない。

　８．未成年による飲酒・喫煙またはそれに準じる行為が発覚したものは次年度以降の入寮を許可しないことがある。

　９．冬季入寮については冬季の交通事情を考慮し通学時間を判断することがある。　　　
附　則

この運用方法は，平成19年６月６日から施行する。

　　　附　則

　この運用方法は，平成24年３月13日から施行し，平成24年度入寮選考から適用する。

　　　附　則

　この運用方法は，平成26年６月20日から施行し，平成27年度入寮選考から適用する。
　　　附　則

　この運用方法は，平成31年２月４日から施行し，平成31年度入寮選考から適用する。
附　則

この運用方法は、令和３年１１月１日から施行し、令和４年度入寮選考から適用する。
